

































































































































両方いない 目利きだけ 担当者だけ 両方いる 合計
ベンチャー企業 0（0.0%） 1（25.0%） 0（0.0%） 　3（75.0%） 4
中小規模の企業（資本金3億円以下） 2（28.6%） 1（14.3%） 1（14.3%） 　3（42.9%） 7
大企業の事業部門 1（100.0%） 0（0.0%） 0（0.0%） 　0（0.0%） 1
大企業の研究開発部門 2（25.0%） 1（12.5%） 0（0.0%） 　5（62.5%） 8
公的研究機関 0（0.0%） 0（0.0%） 0（0.0%） 　2（100.0%） 2




























1 2 3 4 5
段階オプション 1 （4.5%） 2 （9.1%） 5 （22.7%） 8 （36.4%） 6 （27.3%）
中止オプション 4 （18.2%） 6 （27.3%） 7 （31.8%） 4 （18.2%） 1 （4.5%）
延期オプション 1 （4.8%） 3 （14.3%） 9 （42.9%） 6 （28.6%） 2 （9.5%）
























1 2 3 4 5
異なる手続き 4 （18.2%） 3 （13.6%） 4 （18.2%） 0 （0.0%） 11 （50.0%）
費用分担明確 2 （9.1%） 2 （9.1%） 6 （27.3%） 5 （22.7%） 7 （31.8%）




1 2 3 4 5
大企業 0 （0.0%） 0 （0.0%） 1 （14.3%） 0 （0.0%） 6 （85.7%） 15.33 138.00



























1 2 3 4 5
売上増大 0 （0.0%） 0 （0.0%） 2 （9.5%） 9 （42.9%） 10 （47.6%）
新製品比率 2 （10.0%） 2 （10.0%） 9 （45.0%） 2 （10.0%） 5 （25.0%）
研究開発費比率 1 （4.8%） 3 （14.3%） 7 （33.3%） 6 （28.6%） 4 （19.0%）
研究費計画的使用 0 （0.0%） 1 （4.8%） 7 （33.3%） 6 （28.6%） 7 （33.3%）
知財の確保 0 （0.0%） 0 （0.0%） 8 （38.1%） 7 （33.3%） 6 （28.6%）
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